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論文内容の要 旨

本論文は，遠赤外におけるブイノレターおよびフイノレターによる分光を研究したもので，緒論および

2 章よりなる。

緒論では， 分光， 特に遠赤外分光におけるフイノレターの重要性および， 近赤外から遠赤外にわた

る，現在まで開発された各種フイ Jレターを述べ，本研究の位置づけをおこなった。

第 1 章では， reststrahlen フイノレターによる分光の研究と， reststrahlen パウダーアイ Jレターの低

温における研究の結果を述べている。

すなわち， 前者ではまず reststrahlen フイ lレターによる反射回数とバンド幅，反射率および，

reststrahlen フイノレターを使える波長域について検討し， NaF, BaF2, NaCl, kCl, KBr, KI, CsBr, 

CsI, KRS-5 の 9 種類で， 30μ-150μ の問，約 10μ おきに 3 回反射で)./.:1).~ 3 ......, 6 の分光ができる

ことを示した。次にこのフイ Jレターを使ったモノクロメーターを試作し，その性能を調べ， S/N 比

が 50-60 (時定数 4.5-9.2 秒)， 再現性は土 1%であった。なお， 回折格子分光器による測定結果

と，両者が誤差土 2%以内で一致することを述べている。

後者では，現在まで 30，μ-300μ の聞の long-wave pass フイノレターとして常温で使われてきたも

のを，液体窒素および液体ヘリウム温度で測定し，低温にするとフイ Jレターとしての性能が向上する

ことを示し，フイノレターの性質が主としてその中に含まれる結晶の吸収に依っていることを述べた。

第 2 章では， reststrahlen フイ jレターよりも長波長側の band-pass フイノレター，すなわち，金属

メッシュを使った band-pass フイノレターおよび， フイ Jレター分光の研究結果を述べている。まず金

属メッシュの光学的性質を測定し，その透過特性が TO>90% (To: 最大透過率)， え/.:1).母 1 ()./g母

1 g: 格子定数， g=25μ， 50μ， 100.u, 170μ， 250μ，のものが用意できる)の wide-band-pass フイ Jレ

ターとしての性質を持っていること， および， 4 回透過で TO~80%， )./ .:1).~ 3 になることを示し
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た。

次にその反射特性及び吸収特性を利用して， ブアプリーベロー型干渉計をつくると， Toニ 90 --60 

%, え/Jえ =20--70， 80μ 以上の波長域で連続に波長を選べる narrow-band-pass フイ Jレターになる

ことを述べ，実際に tunable フアプリーベロー干渉計を試作し，これを使った簡単な分光器を組み立

て，大気中の水蒸気および一酸化炭素ガスの吸収スベクトノレをとることによってその実用性を示し

7こ。

論文の審査結果の要旨

遠赤外域で分光的研究を行うためには，特定の波長域の光を取出すバンドパスフイ Jレターとか，不

要の短波長光を除くカットオフフイ Jレターが，非常に重要な役目を持っている。

本論文はイオン性結晶の reststrahlen を利用した各種フイノレターを研究し， 特に透過型のフイノレ

ターが液体ヘリウム温度で，非常によい短長光のカットオフフイ Jレターになることを確めている。ま

た金属メッシュを使った各種のフイ Jレターを研究し，ファブリーベロー形フイ Jレターモノクロメータ

ーを試作し，フイ Jレターのみによる分光器の可能性も示している。

以上の結果は遠赤外域の分光的研究に貢献さるところ大で，本論文は博士論文として価値あるもの

と認める。
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